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として、思考の立λりを許さない、沈黙と虚偽に覆われた禁止地帯ができ 0 0 不幸な
人選が苦停を言 5 1li手、かれは殆どつねにほんとタの不幸を明らかにせず偽の訴えをす
と)0 それに、探い佐久的不幸の揚合には、非常に強い差あ心がきF停を止め主せ0 0 ニ
ヨして人厨の cp の不幸な条件のひとつひとつが沈黙地帯をつぐり、人周は身のよ 5 に
そこに閉じ込められと5J




















































































































その「綾さん」の語る「からゆきさん」は <r 狂気J の人〉であった。
「おキミさん」は娘の「綾さんJ に「いんぱいになるか、死をえらぶか、といわ
れたら、死ぬんだった。うちは知らんとだ、ったとよ、売られるということが、どげ
なことか・・・・」と語る 10 しかし「綾さんJ は同時に「おキミだって、いんばいが























































































































年に著している。また沖野岩三郎の『娼妓解放哀話~ (初版は 1930 年)も、基礎的
文献といえるだろう。しかしこれらの作品は廃娼運動を「婦人運動J とはとらえて
いない。廃娼運動史に関連して「市民的婦人運動」という呼称を最初に用いたのは
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は変化している。日清戦争が一応の終決をみた 1895 年の 4 月ごろには、いまだ分課の名称



























189 年の「日本基督教徒婦人矯風会規則」には 15 の分課のうちのーっとして「軍人課」
の名称が記されているが、佐藤の次に軍人課の課長となった清水富貴子によれば、実質的
な活動は 1903 年頃、清水の所属する相州婦人矯風会(横須賀)において開始されたとのこ












































































































直接送付であるへそのように集められた慰問袋の発送は、第 1 回目 (1904 年 3 月 5 日)、
佐世保病院へ 10 個、第 2 回目(同日)、水雷駆逐艦および水雷艇へ 150 個、第 3 回目(同
年 5 月 17 日)、東郷司令官および幕僚ならびに駆逐艦へ 350 個、第 4 回目(同年 6 月 4 日)
水雷艇および駆逐艦および八島へ 230 個、第 5 回目(同年 6 月 28 日)、水雷艇および駆逐
艦へ 20 個、第 6 回目(同年 7 月 12 日)陸軍要塞砲兵へ 215 個、といった規模で、あった270
しかし、後に述べるように、 1904 年 9 月に慰問袋の募集方法が変わり、矯風会の慰問袋運







































た時には、 10 ，0 個以上のまとまった数で、あれば受け入れるという条件がついておりへ
それは、矯風会の慰問袋発送の規模から考えれば、きわめて厳しい条件で、あった。前述の






































し、その動向について『婦人新報』に頻繁にレポートしている。 1902 年 4 月の時点で、創
立から 16 年が経過した矯風会の会員数は全国で約 2，50 名47 、それに対し、発足 1 年後の
愛国婦人会は、 1902 年 3 月末には会員数約 14 ，0 名を獲得していた。日露戦争が始まる
と愛国婦人会の会員はさらに飛躍的に増え、 1904 年 4 月末には 132 ，40 名となった叱
そもそも愛国婦人会と矯風会はその発会の目的が異なり、愛国婦人会は「世の博愛慈善
に富み給へる婦人方の力を裁せて、戦死者と準戦死者との遺族、及び重き傷を負ひて廃人










































































































































































































































































































群馬・高崎の歩兵第 15 連隊をめぐっては、 1905 年 12 月、高崎市会が遊廓設置の建議を









































め地域住民の反対運動が起こったが、結果として、 1907 年 3 月 28 日、道庁告示第 16 号
で中島遊廓設置が公示された 12 。この公示によって中島付近では「一反歩の畑地は遊廓の


















るの観念のないのは実に慨嘆す可きである〔傍点引用者J 125 0 
ここに記された旭川婦人矯風会の河島長官への陳情は最初、 1907 年 4 月 10 日、「子弟の
教育と風教維持の為」として行われたが長官側は「一顧だにも値せざりきJ という状況で
あった汽旭川婦人矯風会はさらに、同年4 月 19 日、 5 月 17 日、 5 月 18 日に坂本しか子、


























この後、大阪婦人矯風会は、 190 年の「北の大火J をきっかけとした曾根崎遊廓移転運
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